
　次世代を担うスポーツプレーヤーの育成を支援しています。

　1990年に女子陸上競技部を創設し、選手の育成を行っ
ています。これまでに、2002年の全日本実業団対抗女子
駅伝での優勝をはじめ、数多くの大会で好成績を収めて
きました。また、2009年8月には尾崎好美選手が世界陸
上競技選手権大会の女子マラソンで銀メダルを獲得するな
ど、日本女子長距離界のレベルアップに貢献しています。

　2010年で第28回を迎える本大会に、第1回（1983年）
より特別協賛するとともに、当社所有のクレイコート（東
京・仙川）を大会会場として提供しています。クレイコー
トがジュニアの試合で使用されることは珍しく、世界に羽
ばたく選手を育てる上で極めて有効との評価をいただいて

　アジアを中心とした諸外国の保険事業の発展を目的に、
国内および海外で保険事業関係者を招いて研修・セミナー
を開催しています。国内の研修参加者は2010年3月末で
累計27カ国3,165名、海外でのセミナー参加者も累計で
5,000名以上となっています。スター・ユニオン・第一ライ
フ（P17）社長のサハイ氏はじめ、多くのFALIA卒業生が
それぞれの国の生命保険事業の発展に貢献しています。

■ 女子陸上競技部

■ 全国小学生テニス選手権大会

■ 財団法人 国際保険振興会（略称FALIA）

国際的な社会貢献活動

スポーツ

います。本大会からは、杉山愛
さん、錦織圭さん、2010年に
ウィンブルドン・ジュニア選手権
で準優勝した石津幸恵さん等、
国際的に活躍する選手を多数輩
出しています。

第27回男子優勝
山﨑 純平選手

サラリーマン川柳コンクール

　“サラ川（サラセン）”の愛称で親しまれている「サラリー
マン川柳コンクール」を毎年実施しています。1987年か
らスタートし、2009年で23回目を迎えました。これま
での応募数は約84万句にのぼります。
　毎年、全国のサラリーマン・OL・主婦等さまざまな方か
ら、職場やご家庭等の日常生活の中で日ごろ感じている“喜
怒哀楽”を、5・7・5の川柳にしてご応募いただいています。
全国からご応募いただいた作品から当社で傑作100選を

選出し、お客さまに投票をしていただ
いてベスト10を発表します。
　入選作は例年マスコミでも取り上げ
られ、世相を映すユーモラスな「鏡」と
して話題となっています。

V O I C E  

女子陸上競技部メンバーの声

監督　山下 佐知子
創部20周年目を迎えました。
選手の育成を通じて、日本の
陸上競技界の発展にも貢献で
きればと考えています。

選手　尾崎 好美
目標は全日本実業団対抗女子
駅伝の優勝と、マラソンでの
オリンピック出場です。応援
してくださる皆さんの期待に
応えられるよう頑張ります。
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第23回第一位
仕分け人　妻に比べりゃ　まだ甘い

北の揺人

い ち ば ん、人 を 考 える 会 社 に なる。

陸上競技界の発展に努めます

　1986年に「第一生命の人権宣言」を制定しました。また、
役職員の「行動規範」にも人権に関わる内容を盛り込みま
した。

　本社に人権啓発推進本部を設置するとともに、すべて
の部・支社に人権啓発委員を配置し、全社の人権啓発を
推進しています。また、人事部内に人権啓発室を設置し、
人権啓発の具体策を実施しています。

　2009年度は、年3回の所属別研修（全職員対象）をは
じめ、人権啓発委員研修、新入職員研修等において、「同
和問題」「障がい者理解」「ハラスメント防止」を中心に研修
を実施しました。所属別人権研修ではDVDやeラーニン
グを取り入れています。
　また、本社管理職人権啓発研
修では、近畿大学北口末広教授
に「企業経営と人権～同和問題
の現状を踏まえて」をテーマに講
演をしていただきました。

　人権問題を正しく理解し認識を深めて、日常の活動に
つなげていくためには、地道な研修の繰り返しが重要で
あるとの認識のもと、人権啓発に取り組んでいます。

　当社は「東京人権啓発企業連絡会」に加盟するとともに、
行政・諸団体が開催する研修会等に積極的に参加し、社
内の人権啓発の取り組みに役立てています。

　所属別人権研修では、2009年5月に「セクハラ防止」を、
12月に「パワハラ防止」をテーマとし、全職員対象に実施
しました。諸研修においても毎回セクハラ・パワハラ防止
研修を実施し未然防止に努めています。
　また、全役職員携帯ハンドブック「ビジョン＆ルール」（P8）
や各種マニュアルに、セクハラ・パワハラの防止取組および
相談受付窓口を掲載し、周知を図っています。特にセクハ
ラ相談窓口には女性担当者3名を配置するなど、安心して
相談できる体制を整え、迅速かつ適切な対応を行っています。

本社管理職人権啓発研修
近畿大学　北口 末広教授

第一生命の人権宣言と行動規範

人権啓発の取り組み

セクハラ・パワハラ防止の取り組み

人権宣言3本の柱

1 第一生命は基本的人権を尊重し、法の下に自由と平
等と相互扶助の心の育成に努めます。

2 第一生命は企業人である前に立派な社会人である職
員の創造に努めます。

3 第一生命は企業の社会的責任を正しく理解し行動で
きる人材の教育に努めます。

人権の尊重
人権問題に対し正しい理解と認識を持ち、
あらゆる場において常に相手を思いやる心を持って行動できる職員の育成に努めています。

■ 推進体制

■ 人権啓発研修

■ 社外活動

●  性別、年齢、国籍、人種、民族、宗教、社会的地位、障が
い等を理由として差別しない。

●  セクシュアルハラスメント、パワーハラスメントは行わない。
また、他人のこれらの行為を見逃さない。

行動規範

役職員一人ひとりの人格・個性を尊重し、変革を恐れない自由
闊達な風土を醸成していく。

人権啓発推進本部体制（2010年4月現在）

●人権啓発推進本部長（人事担当役員）
●理事（関連本社部長等　23名）
●事務局（関連本社課長等　20名）

人権啓発研修

実施月 研修名 参加者数

2009年4月 グローバル、エリア職入社研修 212名

2009年4月 機関経営職入社研修 107名

2009年5月 新任管理職研修 183名

2009年5月、6月 人権啓発委員研修 273名

2009年9月 子会社等人権担当者研修 27名

2009年10月 新任アシスタントマネジャー研修 160名

2010年2月 本社管理職人権啓発研修 1,075名

2010年3月 新任副支社長、CS推進統括部長研修 26名

2010年3月 新規営業オフィス担当オフィス長研修 99名

年3回 所属別人権研修 全職員
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い ち ば ん、人 を 考 える 会 社 に なる。
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